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研究成果の概要（和文）：“地域への愛着”を育む健康増進プログラム（以下P）をA市２地区で実施し、定量・
定質的分析を行った。参加者は，B地区は7名，C地区は14名に対し質問紙調査を実施し地域への愛着尺度とQOL
（SF-8）を測定した。
愛着尺度の合計得点は92点、SF-8から算出した"健康"の地区毎の平均値の変化を検証した。愛着尺度得点の平均
値は、B地区で73.8→78.9、C地区で73.0→73.5、QOL・精神的健康で有意に上昇した。グループ(G)インタビュー
を1G3-4名計5Gに実施し、参加動機・地域課題が挙げられた。
Pの実践の手引きを愛着メソッド小冊子にまとめ、全国の市町村の健康推進課に配布した。

研究成果の概要（英文）： A health promotion program (hereinafter referred to as “P”) was carried 
out that fosters “attachment to the area” 2 districts in A city, and conducted quantitative and 
qualitative analysis. We conducted a questionnaire survey to 7 participants in B district and 14 
participants in C district, and measured the scale of attachment to the area and QOL (SF-8).
 A total score of the attachment scale was 92 points, and the change in the average value of "
health" calculated from SF-8 for each district was verified. The average score of the attachment 
scale was elevated from 73.8 → 78.9 in the B district, 73.0 → 73.5 in the C district, and the QOL 
and mental health was also significantly increased. Group (G) interviews were conducted for 1G 3-4 
people 5G in total, and the motivation for participation and regional issues were mentioned.
 Practical guidance for P was compiled into an attachment method booklet and distributed to health 
promotion departments in municipalities nationwide.

研究分野： 公衆衛生看護学

キーワード： 地域への愛着　community attachment　地域づくり　参加型プログラム　健康増進プログラム　コミュ
ニティ・プログラム

  ４版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
プログラム汎用性の評価を通じて、プログラムは、参加者の地域活動への参加への意識や意欲につながる可能性
が示唆された。メソッド原案に基づき，それぞれの地域の特性や資源を活用したプログラムを作成することによ
り，“地域への愛着”を高めるのに効果的なプログラム開発が期待できると考える。本研究の最終年度には、プ
ログラムの実践の手引きを愛着メソッド小冊子にまとめ、全国の市町村健康推進課に配布した。今後、より多く
の自治体がそれぞれの方法で「地域への愛着メソッド」を参照・活用し、地域への愛着を高め健康増進をはかる
ための機会を検討することにつながると考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

 
本研究では，ソーシャル・キャピタルの醸成の礎として“地域への愛着”を位置づけ、先行研

究において取り組んだ′′地域への愛着′′の概念分析（大森,三森,小林,他. 公衆衛生看護のための“地域への愛着”

の概念分析. 日本公衆衛生看護学会誌 2014; 3(1)）から、′′地域への愛着′′により期待できることとして、地

域づくりや地域の問題解決力などが確認された。本研究では、居住地における日常の住民間の関

係性を重視した公衆衛生看護の実践に親和性のある技法を取り入れ、段階的に′′地域への愛着′′を
育む方法論の汎用性を開発することを試みた。協働自治体と共同実践研究事業としてメソッド

原案を活用した介入の評価を行った。 

 
２．研究の目的 

 
本研究では，“地域への愛着”の醸成のための方法論の汎用性を検討することを目的とした。具

体的には“地域への愛着”を育む方法論を「地域への愛着メソッド（メソッド）」と称した上で，

地域への愛着メソッド原案（表２）を基に作成した “地域への愛着”を育む健康増進プログラ

ム（以下プログラム）の汎用性について、定量的・定質的に評価することを目的とした。 

 

定量的評価の目的 

 “地域への愛着”を育むプログラムの前後に実施した質問紙調査の結果から、地域への愛着と

QOL（Quality of Life）の変化について定量的に検証することを目的とした。 

 

定質的評価の目的 

質問紙の自由記載とグループインタビュー結果から、参加動機、参加者の変化や感想を基に、

“地域への愛着”を育むプログラムの効果について定質的に考察することを目的とした。 

 
 
３．研究の方法 
2015 年 8～12 月に，先行実施の介入研究より愛着形成に有効に作用した 4 要素(図１）を抽出

し，メソッドの構成内容（目標設定，運営手法，学習内容等）に組み込み，メソッド原案を作成

した。その後 2016 年 1～4 月に評価ツール（個人・地域の変容の指標と評価方法等）を作成し

た。 

図１ “地域への愛着”の４つの構成概念 



 

2017 年 5～7 月にメソッド原案を基に A 市の健康増進担当課と研究者で実施方法を話し合い，

A 市の実情に応じたプログラムを構成した。A 市（人口約 7万人）は、都市近郊のベッドタウン

として昭和 50年代に新興住宅地が造成され人口が急増した。中学校区の B地区（人口約 3千人）

と C地区（人口約 6千人）を対象地区として選択した。B地区は 2017 年 9～10月，C地区は 2018

年 6～7月にプログラムを実施した。 

 

定量的評価の方法 

B 地区と C地区において、プログラム（全 4 回の講座；表１）を実施し、参加者に対して、プ

ログラム開始時および終了直後に質問紙調査を実施した。質問紙では、年齢・性別等の基本特性

に加えて、地域への愛着尺度（酒井他，2016）および QOL（SF-8）を測定した。地域への愛着尺

度の合計得点は 92点（高いほど良好）であり、因子として「Ⅰ：生きるための活力の源（20点）」

「Ⅱ：人とのつながりを大切にする思い（32 点）」「Ⅲ：自分らしくいられるところ（20 点）」

「Ⅳ：住民であることの誇り（20 点）」から構成される。これらの愛着尺度、および SF-8 から

算出した身体的健康と精神的健康について、地区ごとに平均値の変化を検証した。 

 

定質的評価の方法 

質問紙調査、グループインタビュー（以下、インタビュー）による評価を実施した。インタビ

ューは、各最終回終了後に 20 分間、1 グループ 3-4名、計 5グループに行い、参加後の変化や

感想について尋ねた。分析方法は、事前の質問紙からプログラムの参加の動機について、インタ

ビューにおいては、録音データから逐語録を作成し、参加者の変化や感想について内容分析を行

った。 

 

表１ プログラムの概要 

 
 
４．研究成果 

 

全 4回のプログラムは，50～69歳の住民を対象に地区センターで実施した。募集は，対象者に

郵送で個別通知した。参加者は，B地区は 7 名（男性 4名，女性 3名），C地区は 14名（男性 4

名，女性 10名）であった。運営は，A 市の事務職員，保健師，研究班メンバーで行った。目的は

“地域への愛着”を高めることとした。 内容，形式，時間配分等は，地域の特性や資源を活用

“地域の愛着”を育む健康増進プログラムの実施
『A市を好きになってますます健康になろう！』

B地区 C地区
時期 2017年9月16 日～10月7 日 2018年6月16日～7月14日
時間 土曜日 13時～15時（以降は

自由解散）
土曜日 13時～15時（以降は自
由解散）

場所 地区内の市民交流センター 地区内の市民交流センター

参加者 8名（男性4名，女性4名） 14名（男性4名，女性10名）
運営
スタッフ

保健師1名・市職員2～4名
研究班（固定メンバー）1名 ＋
（必要に応じて）1～5名

保健師0〜1名・市職員2〜3名
研究班（固定メンバー）1名 ＋
（必要に応じて）1～5名

プログラム内容

タイトル 目標と育む構成概念

第1回 A市に住む私たち～これからよ
ろしくご近所さん～

人とのつながりと大切にする思い
を共有する

第2回 私のA市ほっとスポット〜いろい
ろなA市を見つけよう〜

生きるための活力の源を見出す

第3回 私たちのA市ほっとスポット〜A
市には眠っている価値がある〜

自分らしくいられるところを見出
す

第4回 A市の未来を語ろう～ステキな
街には続きがある～

住民であることの誇りを共有する



し，小グループでの語り合いや参加者全員の交流を促し，フォトボイスを取り入れた。具体的に

は、第 1回は人とのつながりを大切にする思いを共有することを目標とし，お互いを知り合うこ

とから始め、“地域への愛着”と健康の関連について講義を受けた。第 2、3回は，参加者のお気

に入りの場所や風景の写真を持ち寄り，地域の良さや課題について、第 4回は地域でどう過ごし

ていきたいかを話し合った。 

 

定量的評価の結果 

参加者は，B地区は 7 名（男性 4名，女性 3名），C地区は 14名（男性 4名，女性 10名）であ

った。平均年齢は B地区 64.3歳、C地区 61.2歳であり、平均居住年数は B地区 18.7 年、C地

区 16.2年であった。プログラム参加による愛着尺度得点の平均値の変化は、B地区で 75.9→

81.4、C地区で 73.0→73.5といずれも上昇しており、特に B地区では有意差がみられた（対応

ある t検定で p<0.01）。因子別にみると、C地区の因子Ⅰを除き両地区ともすべて平均値が上昇

しており、特に B地区の因子Ⅱで有意差があった（25.6→27.7；p<0.01）。また QOL について

は、両地区とも身体的健康について若干の減少があったものの、精神的健康で有意な上昇がみ

られた（B地区で 50.5→53.7、C地区で 50.5→52.9；いずれも p<0.05）。 

 

定質的評価の結果 

プログラムの参加動機には、「このまちへの興味」「写真に取り組みたい」「地域活動への参加」

「仲間づくりをしたい」等があった。インタビュー結果においては、「自然や景色に目を向ける

ようになった」等、自分の中の変化が見られた。また、これからの自分とこのまちについて、「地

域活動への参加」「私のとって大切なこのまち」「災害も踏まえた近隣のつながり」という内容が

語られた。一方、プログラムの感想について、「話しながら写真集をつくり楽しかった」等の反

応があった。さらに、地域の課題についても話題になり、「このまちのいいところが知られてい

ない」「地域住民の参加意識に差がある」「自治会機能の低下」「子育てが終わると地域のつなが

りが難しい」「退職後の居場所がない」等が挙げられた。 

 

プログラムの目的 
 ・参加者の“地域への愛着”を高めること。 

 

プログラムの概要 

・開催地域 

参加者が居住する中学校区 

 

・参加者 

対象の選定 向老期世代、50-60歳代 

人数の設定 30名程度（スタッフが全体を把握でき、参加者が全体感を持てる規模） 

グループ編成 1 グループ 5～6（男女混合、近隣関係を配慮して割り振り） 

 

・会場 

参加者が居住する地域内、日頃から地域の住民が集い交流する施設 

広さは人数に対して大きすぎないスペース 

自由に交流できるスペースを設ける（喫茶、成果物の展示など） 

 

・期間と回数 

2ヶ月間で 4回（隔週）かけて実施。1回 2時間程度。    

 プログラム終了後、交流会等を開いてもよい。 

 

・内容 

地域への愛着と安寧との関係の理解（理解） 

地域の良さを見つける地区踏査（フィールドワーク） 

フォトボイスを用いて地域の良さを紹介し合う（作業と語り合い） 

フォトを用いたソーシャルマップづくり（作業と語り合い） 

地域の過去と未来を知る（理解） 

アイスブレイクを入れる。茶話会等、自由な交流の時間をもつ。 

表２ 地域への愛着メソッド原案 



 

本研究の考察として、プログラムの参加によって、地域への愛着および精神的健康が高まるこ

とが示唆された。一方で、B 地区の方が開始時の愛着尺度得点およびその上昇が大きかった。B

地区の参加者は平均居住年数が多く、こうした参加者や地域の特性がプログラムの効果に影響

を与えている可能性がある。 

プログラムに参加した後、参加者は、地域に目を向け、地域参加への意欲を持ち始めていた。

プログラムは参加者相互の交流の機会になり、楽しさを共有するだけでなく、地域の課題につい

ての語り合う機会になった。このことから、プログラムは、参加者の地域活動への参加への意識

や意欲につながる可能性が示唆された。 

メソッド原案に基づき，それぞれの地域の特性や資源を活用したプログラムを作成することに

より，“地域への愛着”を高めるのに効果的なプログラム開発が期待できると考える。本研究の

最終年度には、プログラムの実践の手引きを愛着メソッド小冊子にまとめ、全国の市町村健康推

進課に配布した。今後、より多くの自治体がそれぞれの方法で「地域への愛着メソッド」（図２）

を参照・活用し、地域への愛着を高め健康増進をはかるための機会を検討することにつながると

考えている。 

 

 

 

図２ 地域への愛着メソッド小冊子＊ 

＊地域への愛着メソッド小冊子は東北大学大学院医学系研究科公衆衛生看護学分野 HP地域への愛着研

究会ホームページでダウンロード可能：

http://www.pubnurse.med.tohoku.ac.jp/aichaku/achievement/index.html 
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人とのつながりを大切する思いを共有する

初対面の参加者同士がご近所さんとして知り合えるように、
個人間とグループ内で行う活動を取り入れ、同じ地域に住
む者同士の交流を促しました。地域への愛着に関する講話
を聴いてから、次回は自分が紹介したい桜台の写真を持ち
寄ろうと呼びかけました。

●参加者が緊張をほぐすことができる

●参加者同士が顔と名前を覚え、ご近所さんとして知り合う

●参加者同士が興味をもち、積極的に交流を図ろうとする気持ちが育つ

●参加者同士が互いの発言にポジティブにフィードバックをし合うことで交流が促
され、心地よさを感じることができる

●自由な意見交換ができる雰囲気ができる

ねらい

【1回目】
「桜台に住むわたしたち」これからよろしくご近所さん

目標

① オリエンテーション 
② アンケート
③ グランドルールの説明
④ 自己紹介
⑤ 講義地域への愛着と私たちの健康　　
⑥ 交流プログラム　「何の花、何の色」
⑦ 写真ミニレクチャー　“こと” を撮るということ～上手な写真といい写真～
⑧ 次回案内
⑨ のんびりカフェ＆トークタイム

「桜台に住む
　わたしたち」

・グループごとで氏名、住所、好きなことなど
・桜台の白地図に、自宅のマークを付ける

アイスブレイク

14 15

地域への愛着研究会
事務局

東北大学大学院医学系研究科 公衆衛生看護学分野

地域への愛着研究会
事務局

東北大学大学院医学系研究科 公衆衛生看護学分野

地域の底力を高める
地域への愛着を育むプログラム

●実践の手引き●

地域への愛着メソッド
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